
 

 
クリニカルパスとは，主に入院時に患者さんに手渡される診療スケジュールのことです．病

気に対しての治療内容とタイムスケジュールが 1 枚の紙に記載され，誰が･いつ･どのような検

査や治療があり，退院の目標や日程が明らかになり，患者さんには入院生活の不安の解消に，

医療スタッフには，情報が明確化･共有化され，チームとしての医療サービスの円滑化･向上に

つながることとなります． 

 

現在，血液内科においては，大きく分けて以下の 3 パターンのクリニカルパスを作成し，活

用しています． 

① 入院から退院までのパス． 例) 入院 同種採取パス 

② 化学療法パス．   例) 入院 エンドキサン大量療法パス 

③ 臨床研究関連パス．  例) 入院 慢性 GVHD 観察パス 

 

[最近の動向] 

1) ケモプロトコールシステム 

2011 年 12 月より順次，導入しています．抗がん剤投与量･日程を事前に登録しておく

ことで，簡便かつ確実に指示することを可能とするシステムです．この利用により，化学

療法パスの使用頻度は減少していますが，治療時に観察項目の多いエンドキサン大量療法

やメソトレキセート大量療法などでは，

クリニカルパスとの併用を行っていま

す． 

2) オールインワンパスシステム 

2012 年 10 月より使用可能となった

新クリニカルパスシステムです．利点

として以下の点が上げられています． 

① 電子カルテ上で複数同時かつ簡便に確

認が可能． 

② 看護記録の簡略化．(チェックするのみ

で看護記録終了できる．) 

 

 現在，入院同種骨髄採取パスはオールインワンパスに改訂していますが，今後，順次，既存

のパスを改訂していく行く予定です．                                                                                       


